




高舘組のSDGsの
取組みを、
主に6つの観点から
ご紹介いたします。



技術

96年の様々な施工実績

創業96年の施工経験と最新技術の導入による高品質の実現

昭和2年に直江津港にほど近い古城
にて創業以来、地域密着型の建設
業として、今日まで地域社会の発展に
貢献してきました。

学校、新幹線駅、護岸工事、幹線道路整備など

ICT活用工事
生産性向上のため、一部現場では
ICTを活用しています。3次元出来形
測量、遠隔臨場システム、地盤改良
における自動施工、電子小黒板など
を活用し、省力化・施工品質の向上
を図っています。

PFI事業などの官民連携
公共施設を民間企業が施
工・運営する「PFI事業」に参
加しています。現在は5社の企
業体での「新潟県立武道館」
(通称:謙信公武道館)の施
工が完了し、運営に携わって
います。

知識や技能の習得
96年の知識と経験を次世代に継承
しつつ、新たな知識や技術の取得の
ため、様々な資格の習得や継続教育
(CPD/CPDS制度)を推奨しています。

DXの推進
チャットやクラウドを活用したスムーズな
情報共有やデータ管理を進めていま
す。定例会議のリモート化により移動
距離を削減し時間効率化を図ってい
ます。



人財

資格取得の補助制度

「良い仕事をする」の精神の下、学び続ける人財の育成

社員教育の充実

ハッピーパートナー企業継続雇用の推進

チームワークの向上に必要なことを学んだ
中堅リーダーシップ研修

一級建築/土木施工管理技士等の
資格取得に対する助成を行っていま
す。資格手当を毎月支給、資格取
得時に一時金(報奨金)を支給、講
習料・更新料を会社が負担するなど、
資格取得を推奨しています。

若手技術者の
資格の取得を
サポートします。
2022年入社の
新人3名も、
さっそく資格を
取得しました。

社員教育として、講師を招いて税や選
挙などの社会制度を学ぶ若手社員向
けの「若者社会科講座」、中堅職員
向けの「中堅リーダーシップ研修」など、
年齢に応じた社内講座を毎年実施し
ています。また、好きなテーマを選んで
受講する商工会議所のオンラインセミ
ナー等も活用しています。

「元気なうちは働きたい」との声に応え、
継続雇用制度を行ってきました。今
後、担い手不足と言われる建設業界
において、ベテラン技術者が培った技
術や経験を次世代に継承すべく、定
年を延⾧するなどの取り組みを進めて
参ります。

男女がともに働きやすく、仕事と家庭
生活等が両立できるよう職場環境を
整え、女性労働者の育成・登用など
に積極的に取り組む企業として、新
潟県の「ハッピーパートナー企業」に登
録されています。

人財の多様性
10代から70代までの幅広い年齢層
の従業員が働いています。安全第一
の現場を管理するのが主な業務のた
め、若年世代にはベテラン技術者が
付いて、ノウハウの継承と安全確保
に努めています。今後も若年世代の
積極的な採用を進めます。



環境 設備や服装を工夫した省エネによる、環境負荷の軽減

ポロシャツでクールビズ

エコに関する取組み

2018年に本社事務所の改修工事
を行い、社内の照明をLEDに変更し
たほか、省エネタイプの冷暖房設備を
導入しました。使用しない時には電気
や冷暖房の電源をオフにするなど、省
エネに努めています。

「エコアクション21」や「新潟県エコ
事業所」の認定を受けており、企
業として産業廃棄物の適切な処
理や、社有車の電気自動車化を
進めているほか、運転時にはアイ
ドリングストップを心掛け、社員一
丸で環境負荷の軽減に取り組ん
でいます。

建設資源の循環利用
建設現場での発生土などを積極的に
再利用しており、2020年度と2021
年度には、建設汚泥処理土の循環
利用量が2年連続で日本一となり、
一般財団法人先端建設技術セン
ターより表彰を受けました。今後も建
設資源を積極的に再利用して参りま
す。

省エネ設備の導入

本社事務所
内の照明設
備は、すべて
LEDとなって
います。

本社事務所ではクールビズとして、
ポロシャツの制服着用を推奨し、
涼しい服装で仕事をしています。
服装の調整により、冷房の使用
率を抑えるための取組みです。全
24色の中から社員がそれぞれ好
きな色を選んで着用するため、
様々な色合いによる視覚的な楽
しさと社員の一体感を創出します。



健康 「あたりまえ」からスタートする、健康に働ける職場づくり

健康維持と健康意識の啓発

DX活用で卒煙者6名

社員の健康づくり、運動習慣に寄与する
会社としてスポーツ庁から認定されました。
（ブロンズ＋は全国で16社のみ）
令和４年度運動習慣のある社員は
70％を超えています。

健康経営優良法人2023ブライト500

全国の企業を対象とした健康経営に対する認定で、
中小企業の部のベスト500です。県内建設業では４
社のみ。また今年ブライト500を3年連続で認定され、
各種メディアから多くの取材を受けています。

にいがた健康経営推進企業マスター

健康意識向上のため、ラジオ体操を毎朝行っ
ている他、健康寿命と直結している握力を定
期的に測定しています。また、最上階である3
階に自動販売機を設置することで、消費カロ
リーを表示した階段の利用を促し、自動販売
機の商品ディスプレイにも商品ごとの摂取カロ
リーを表示することで、日頃からカロリーの摂取
量を意識できる環境を整えています。

健康推進プロジェクトチーム

県主催の歩数対抗戦に積極参加
新潟県が運用する健康アプリ「グッピーヘルス
ケア」を活用し、県主催の企業別歩数対抗
戦などに積極的に参加しています。個人記録
で上位にランクインした社員への表彰も行って
おり、運動習慣の定着だけでなく、社員同士
で歩数を競うことで、社内のコミュニケーション
ツールとしても活用しています。

令和４年度にユニークな方法で６名の卒煙者が
誕生しました。

社内でプロジェクトチームを編成して健康を応援
しています。

スポーツエールカンパニーブロンズ＋

社員の健康づくりに取り組んでいる企業として、県内
73社に認定されました。（上越市では当社のみ）



共存 地域を愛する企業として、地域づくりをサポート

インフラ施工を通じて地域発展に貢献

「なおえつうみまちアート」への協力

上越青年会議所が主催する「クリーン
サークル事業」や、地元の直江津地
区の早朝清掃といったクリーン活動に
積極的に参加しています。

自分たちの街を綺麗に

地域の方々や
周辺事業所と
力を合わせて、
直江津のまちの
ごみ拾いを定期
的に行っていま
す。

地域の様々なインフラや建築物の施工に携わっており、
地域の発展に貢献しています。

地元市民に愛されてい
る上越市立水族博物
館「うみがたり」を、共同
企業体の一員として施
工しました。教育文化
施設として最高クラスの
評価をいただき、日本
建設業連合会のBCS
賞を受賞しました。

上越の新たな玄関
口として2015年に
開業した新幹線停
車駅「上越妙高駅」
を共同企業体にて
施工しました。

開発中の都市計画
道路「黒井藤野新
田線」や「上越魚沼
地域振興快速道
路」の施工に携わっ
ています。

地元の建設会社と
して、災害復旧工
事にも尽力していま
す。

地元の直江津を舞台に2年前から始まった芸
術イベント「なおえつうみまちアート」の作品展
示作業に協力しています。
昨年は初めて当社も作品を出展し、3人の新
入社員を中心に作成した粘土細工を、直江
津商店街の店舗内にて展示しました。
直江津地域で誕生した新しいイベントですの
で、地域を盛り上げる活動の一環として、今
後も積極的に参加して参ります。

災害に備えた地域づくり
地元の河川や海
岸の災害対策工
事や、災害からの
復旧工事などを
積極的に請け
負っています。
これからも地域を守る地元建設業とし
ての役目を全うして参ります。



発展 地元地域を大切にして、共に未来へ歩む

地域に愛される文化施設の老朽修繕

生活に必要な施設の耐震補強工事
公営住宅をはじめ、上越市下水道センターや名立
浄化センター管理棟など、市民生活に不可欠な施
設の耐震補強工事を数多く行ってきました。昨今は
国内で東日本大震災や熊本地震など、多くの地震
災害が発生しています。今後も地元施設の耐震補
強工事を積極的に請け負って参ります。

建築物の⾧寿命化へ

行政庁舎や小中学校
など、地元地域の施設
の大規模修繕などを数
多く行っています。

新潟県無形民俗文化財に指定されている地元の
伝統行事「直江津祇園祭」の聖地として、広く市民
に親しまれている「八坂神社」の社殿改修工事を請
け負いました。今後も地域に愛されている文化施設
の工事を積極的に請け負っていきます。

行政庁舎や学校教育施設などの大
規模修繕・改修事業を積極的に請
け負い、建築物の⾧寿命化を目指し
ます。

地域の伝統行事への全面協力
地元の伝統行事を継承するため、
「直江津祇園祭」では神輿の担ぎ
手確保や交通誘導などに全面協
力しています。このほか、居多神
社武道大会や柿崎納涼花火大
会など、数多くの地元行事への協
賛を行っています。

未来を担う高校生への支援
国交省などと連携し、
建設業を志す地元
の高校生約80人を
招待した現場見学
会を開催しました。
地域の建設業の未来を担う高校生に
実際の工事現場を見学していただき、
建設業への理解を深めるきっかけの場と
させていただきました。また、当社は地域
と共に歩む地元の高校生を積極的に採
用しています。


